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グリーン購入 温室効果ガス
排出量
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お取引先のESG（環境・社会・ガバナンス）の取り組みを、

当行独自の評価基準により評価するESG評価制度を2021

年11月より導入しています。

お取引先とESG（非財務項目）を起点とした対話を通じて

ESG経営を促進し、財務項目だけでは捉えきれない経営課

題の共有とソリューションの提供につなげています。

金融の役割を通じて「経済・環境・社会の好循環」を確立し、自然と共生する

循環型社会を創造します。

当行の通帳ケースはバイオマスプラスチックを配合してお

り、石油由来の資源を削減しています。また、お客さまに

お渡しするクリアファイルを紙製のファイルに切り替え、

プラスチックごみ問題に対応するなど、資源循環型の持続

可能な社会の実現に取り組んでいます。

燃料電池自動車（FCV）は、水素と酸素の化学反応によって

電気をつくり、きれいな空気と水だけを排出して走行する

「究極のエコカー」とも呼ばれています。当行ではこれを役

員移動車として導入し、地域の脱炭素化を推進するととも

に、水素エネルギーの活用促進につなげることを目指して

います。

「滋賀銀行環境方針」のもと、営業活動に伴う電力や紙使

用量の削減、グリーン購入・リサイクル・エコスタイル・

エコ店舗など、省エネ・省資源活動に努めています。

9月17日・18日に草津市で開催された「イナ

ズマロックフェス2022」について、当行の寄

付スキーム「未来よし＋」を通じて取得した「び

わ湖カーボンクレジット」30t-CO2を寄贈し、

カーボンオフセット開催に協力しました。これ

により、会場での電力消費やシャトルバスの運

行により発生するCO2を相殺しました。

これからも地域振興と環境保全を両立させ、持

続可能な地域社会の実現に取り組みます。

「カーボンニュートラルローン未来よし」は、脱炭素につながる設

備投資に幅広くご利用いただける融資商品で、当行独自の「ESG

評価制度」の評価結果に応じた金利優遇を行います。また、融資

の利用実績に応じて、炭素削減価値を参考に当行が本商品の収益

の一部を拠出し「未来よし＋」の寄付スキームを通じて森林保全や

生物多様性の保全に資する事業を支援しています。

責任銀行原則（PRB）に署名 ESG評価制度

『カーボンニュートラルローン未来よし』
などの融資商品 『未来よし+』による寄付・購入

脱炭素設備資金：省エネ設備
再エネ設備　EV車 等

商品による収益の一部を当行が拠出
脱炭素、生物多様性に寄与する事業に寄付

資源循環型社会へ ～環境負荷の少ない素材を活用～燃料電池自動車「MIRAI」を導入

エコオフィスづくり

2020年2月、日本の地方銀行で初めて「責任銀行原則（PRB）」

に署名し、世界の270を超える署名銀行とともに、サステ

ナビリティをビジネスの中心に据えた金融の実践に取り組

んでいます。責任銀行原則のフレームワークを活用するこ

とで、社会の変革に向けた資金の自律的好循環を生みだし、

地域の皆さまとともに地域社会の持続可能な未来を創造し

てまいります。

地球環境の持続性

Jクレジット
びわ湖・カーボンクレジット 等
●滋賀県造林公社さま  
●金勝生産森林組合さま

滋
賀
銀
行

生物多様性

脱炭素・森林保全

事業者さま

ニゴロブナ・ワタカ放流事業 等寄付

購入

ご融資のお取引

太陽光発電

照明電力

空調換気電力

営業車
CO2排出

屋外電気使用

コンセント
電気使用

カーボンニュートラルローン未来よし

「イナズマロックフェス2022」のカーボンオフセット開催に協力

Environment
環境

Social
社会

Governance
企業統治

三日月大造滋賀県知事（左）、西川貴教さん（中央）と発表を行いました。

カーボンニュートラル店舗
脱炭素社会への対応に向けて

2021年度実績
（2013年度対比）




